
  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 神奈川工科大学 

設置者名 学校法人幾徳学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページ（計算書類） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページ（計算書類） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

財産目録 
ホームページ（財産目録） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

事業報告書 
ホームページ（事業報告書） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

監事による監査報告（書） 
ホームページ（監事の監査報告書） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2024 年度事業計画書  対象年度：2024 年度 ） 

公表方法：ホームページ（事業計画書） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

中長期計画（名称：中期目標・計画(2024～2028 年度  対象年度：2024～2028年度） 

公表方法：ホームページ（中期目標・計画） 

https://www.kait.jp/about/information/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページ（事業報告書） 

https://www.kait.jp/about/information/biz_report/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ（大学基準に適合） 

https://www.kait.jp/about/information/juaa/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 全学および各学部学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ（学部学科等の教育目的） 

               https://www.kait.jp/about/information/aim/ ） 

（概要） 

教育目的である「考え、行動する人材の育成―社会で活躍できる人づくり－」を実現

するための４項目の教育目標を公表し、その内容を反映した「ディプロマ・ポリシー

（学位授与の方針）」「カリキュラム・ポリシー」「アドミッション・ポリシー」を「３

つのポリシー」として策定、展開している。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：ホームページ（学部学科等の教育目的） 

   https://www.kait.jp/about/information/aim/ ） 

（概要） 

教育目的である「考え、行動する人材の育成―社会で活躍できる人づくり－」実現す

るための４項目の教育目標（創造する力、豊かな人間性、コミュニケーション能力、基

礎学力）を反映したディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）を、目標とする人材像に

も関連づけ大学全体及び学部・学科毎に設定しており、学修成果の評価方法を定めた

カリキュラム・ポリシー、大学の入学者受け入れ方針であるアドミッション・ポリシ

ーとともに「３つのポリシー」として冊子及び大学ホームページにて公表している。

また卒業必要な修得単位数等の卒業要件を明記した冊子「履修要綱」にて公開してい

る。（再掲） 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ（学部学科等の教育 

目的）            https://www.kait.jp/about/information/aim/ ） 

（概要） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）として、2023年度以前入学生

については、以下、大学全体の内容および学科毎に定めている。 

（2023 年度以前入学生） 

(1)基礎力育成を重視した教育 

職業人としての基礎力、専門のための基礎学力の向上を重視した教育を行う。 

(2)共通基盤教育と専門教育 

全学的な共通基盤教育では、大学での学びへの興味関心を高め、グローバル化する

社会に対応した職業人としての素養を身につける教育を行う。それを基盤として、学

科の専門教育では、専門分野 の知識・技能を理解して活用する力を身につける教育を

行う。 

(3)学力にあった教育 

学力向上のために多様な演習・課題を課して、一人一人の学力にあった教育を行う。 

(4)創造性を育む能動・体験型教育 

主体的に問題解決に取り組む態度と創造性を育むために能動・体験型教育を行う、

また総合的な学習経験と創造的な思考力を向上させるユニット型教育を行う。 

(5)得意分野を伸ばす個人指導 

セミナー、卒業研究など個人指導によって、一人一人の得意な分野を伸ばす教育を

行う。 

 

2024年度入学生からは、授業に直結する学科階層にて学科毎にカリキュラム・ポリシ

ーを展開している。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ（学部学科等の教育目的） 

  2023年度以前入学生  https://www.kait.jp/about/information/aim/  

  2024年度入学生    https://op.kait.jp/admission/admissionpolicy/ ） 

（概要） 

大学全体として以下および、学科毎にアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方

針）を定め公表している。 

神奈川工科大学は、考え・行動する人材の育成 －社会で活躍できる人づくり－ を教

育目的としています。この教育目的に基づき、「卒業認定・単位授与の方針」で定めた

知識・リテラシー、課題解決力、学習に向き合う力等を「教育課程編成・実施の方針」

で定める教育内容・方法等により卒業までに身に付け、工学系・情報系・健康医療系の

職業人として社会に貢献しようとする意欲を持つ学生を求めます。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページ（組織図） 

https://www.kait.jp/about/information/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人 

工学部 － 38 人 15 人 9 人 6 人 1 人 69 人 

情報学部 － 44 人 13 人 12 人 3 人 1 人 73 人 

健康医療科学部 － 22 人 10 人 8 人 3 人 8 人 51 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 300 人 300 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：ホームページ 

学位 https://www.kait.jp/about/joho/kyogakui.pdf 

業績 https://cp.kanagawa-it.ac.jp/pr/researcher 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

月例で全 9回開催の「教育力向上ワークショップ」において、授業設計・学修支援、教学

マネジメント、ティーチング・ポートフォリオなど、大学教員として必須となる知識・技

能を取り扱った。また、100分 14週授業の導入に向け、学年暦の柔軟化に関わる国の審議

会の動向と＋10分の授業運営についての動画を作成し、全教員視聴必須とし、その後、同

テーマによる全学 FD 講演会を開催した。 

授業改善支援の方策としては、三週間にわたる授業公開期間を設定するとともに、各学科・

センターの協力の下「学科・センター推薦授業」を 17 科目設け自由参観とした。その他

に、教員のキャリアごとの FD 活動として、新採用教員を対象として、本学の方針、大学

教員としての義務や責任について取り扱った研修会（終日研修＋オンデマンド研修）を行

うとともに、博士後期課程にプレ FD科目を設けて後進の育成支援も行っている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

工学部 448 人 277 人 61.8％ 1222 人 1027 人 84.0％ 若干名 0 人 

情報学部 540 人 501 人 92.8％ 1880 人 2013 人 107.1％ 若干名 0 人 

創造工学部 0 人 0 人 - 435 人 359 人 82.5％ 0 人 0 人 

応用ﾊﾞｲｵ科学

部 0 人 0 人 - 375 人 239 人 63.7％ 0 人 0 人 

健康医療科学

部 160 人 113 人 70.6％ 680 人 580 人 85.3％ 0 人 0 人 

合計 1148 人 891 人 77.6％ 4592 人 4218 人 91.9％ 若干名 0 人 

（備考） 

２０２２年度 入学定員変更 情報学部：420 名→460 名、健康医療科学部：200 名→160名 

２０２４年度 改組改編に伴い入学定員変更 工学部     ：258 名→448 名 

                     情報学部    ：460 名→540 名 

                     創造工学部   ：募集停止 

                     応用バイオ科学部：募集停止 



  

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

工学部 
220 人 

（100％） 

25 人 

（11.4％） 

188 人 

（85.5％） 

7 人 

（3.1％） 

情報学部 
372 人 

（100％） 

21 人 

（5.7％） 

336 人 

（90.3％） 

15 人 

（4.0％） 

創造工学部 
153 人 

（100％） 

13 人 

（8.5％） 

133 人 

（86.9％） 

7 人 

（4.6％） 

応用ﾊﾞｲｵ科学

部 

95 人 

（100％） 

10 人 

（10.5％） 

77 人 

（81.1％） 

8 人 

（8.4％） 

健康医療科学

部 

130 人 

（100％） 

3 人 

（2.3％） 

121 人 

（93.1％） 

6 人 

（  4.6％） 

合計 
970 人 

（100％） 

72 人 

（7.4％） 

855 人 

（88.2％） 

43 人 

（4.4％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）                            

主な進学先：筑波大学大学院、宇都宮大学大学院、群馬大学大学院大学、山梨大学大学院、信州大学大学

院、東海大学大学院、奈良先端科学技術大学院大学、神戸情報大学院大学、総合研究大学院大学、他  

主な就職先：三菱電機㈱、鹿島建設㈱、東京電力㈱、荏原製作所㈱、セイコーエプソン㈱、シャープ㈱、

TOPPAN㈱、スズキ㈱、日産自動車㈱、本田技研工業㈱、いすゞ自動車㈱、富士通㈱、東急電鉄㈱、京王電

鉄㈱、芝浦機械㈱、日本精工㈱、㈱コロプラ、㈱NSD、㈱DTS、㈱ニップン、綜合警備保障㈱、他    

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

工学部 
288 人 

（100％） 

199 人 

（69.1％） 

32 人 

（11.1％） 

47 人 

（16.3％） 

10 人 

（3.5％） 

情報学部 
436 人 

（100％） 

341 人 

（78.2％） 

43 人 

（9.9％） 

43 人 

（9.9％） 

9 人 

（2.1％） 

創造工学部 
172 人 

（100％） 

144 人 

（83.7％） 

8 人 

（4.7％） 

15 人 

（8.7％） 

5 人 

（2.9％） 

応用バイオ 

科学部 

124 人 

（100％） 

89 人 

（71.8％） 

14 人 

（11.3％） 

21 人 

（16.9％） 

0 人 

（0.0％） 

健康医療 

科学部 

170 人 

（100％） 

111 人 

（65.3％） 

22 人 

（12.9％） 

36 人 

（21.2％） 

1 人 

（0.6％） 

合計 
1190 人 

（100％） 

884 人 

（74.3％） 

119 人 

（10.0％） 

162 人 

（13.6％） 

25 人 

（2.1％） 

（備考）2020 年度入学生（除籍者・転科出はその他に記載） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目、授業の方法、年間の授業計画について、授業計画書（シラバス）及び毎年作成する

冊子「履修要綱」、冊子「Campus Life Guide」、印刷及びホームページ掲載の時間割を作成し、

展開するとともに、年度当初に行うガイダンスにおいても履修及び修学に関する指導を行っ

ている。 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修成果の評価および基準については、学科毎にカリキュラム・ポリシー（教育課程編

成・実施の方針）にて学修成果の評価方法を定め、学則および履修規程等に基づき、筆記

試験、論文、レポート、その他の本学が定める適切な方法を、授業計画書（シラバス）及

び各科目担当教員の指示にて、予め明示し厳格かつ適正に運用を行っている。また卒業要

件等は、履修要綱に明示し、成績評価において客観性・厳格性を担保する措置として、公

開しているシラバスに評価項目と評価に対するその割合を明示の上、ＧＰＡ制度を導入し

ている。ＧＰＡ制度については、冊子「Campus Life Guide」にてその制度の主旨と運用

方法を開示し、成績の分布状況については「ホームページ」にて公表している。 

ちなみに、ＧＰＡ制度を用いた成績評価については、学科別・年次別成績優秀者表彰の選

定、成績不振者（当該保証人）への通知文送付の判断基準として活用されている。 

 

●GPAの評価別加重点 

成績評価（Grade） 加重点（Point） 

Ｓ （ 秀 ）合 格 基準点 100点から 90点 4点 

Ａ （ 優 ）合 格 基準点 89点から 80点 3点 

Ｂ （ 良 ）合 格 基準点 79点から 70点 2点 

Ｃ （ 可 ）合 格 基準点 69点から 60点 1点 

Ｅ  （不可）不合格 59点以下 0点 

Ｘ （受験放棄その他評価不可能な場合の不可）不合格 0点 

Ｄ （不可）不合格 59点以下、次年度の受講免除 0点 

※他大学等での単位取得「認定」（合格）があり、ＧＰＡ制度の対象外としている。 

 

●GPAの計算方法（小数点第３位を四捨五入する） 

 GPA ＝（各成績評価の加重点 × 単位数）の合計 ÷ 履修単位数  

 

※再履修科目が合格となった場合、当該不合格科目の履修単位数を分母から除外する。 

 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

工学部 

機械工学科 124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 
（2024年度入学） 

     44 単位 

電気電子情報工学

科 
124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 
（2024年度入学） 

44 単位 

応用化学科 124 単位 有・無 
（2023年度以前入学） 

48 単位 

応用化学生物学科 124 単位 有・無 
（2024年度入学） 

44 単位 

情報学部 

情報工学科 124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 
（2024年度入学） 

44 単位 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 
124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 
（2024年度入学） 

44 単位 



  

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 
（2024年度入学） 

44 単位 

情報ｼｽﾃﾑ学科 124 単位 有・無 
（2024年度入学） 

44 単位 

創造工学部 

自動車ｼｽﾃﾑ 

開発工学科 
124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学

科 
124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

開発学科 
124 単位 有・無 

（2023年度以前入学） 

48 単位 

応用ﾊﾞｲｵ科学部 応用ﾊﾞｲｵ科学科 124 単位 有・無 
（2023年度以前入学） 

48 単位 

健康医療科学部 

看護学科 124 単位 有・無 

（2021年度以前入学）

42 単位 
（2022年度以降入学）

46 単位 

管理栄養学科 124 単位 有・無 48 単位 

臨床工学科 

（2022年度以前入学） 

136 単位 
（2023年度以降入学） 

129 単位 

有・無 48 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：毎年制作・発行する冊子「Campus Life Guide」

内「履修・授業編」にて制度を紹介すると共に、「学科

別・年次別成績優秀者表彰の選定基準」及び「成績不振

者への通知基準」として用いている。 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：ホームページ（学生の学修時間・学修実態） 

https://www.kait.jp/about/information/ir/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページ（施設紹介） 
https://www.kait.jp/about/equipment/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

工学部 

機械工学

科 

工学部・情報学部 

各学科共通 

1 年次 

1,370,000 円 

2 年次 

1,390,000 円 

3 年次 

1,410,000 円 

4 年次 

1,430,000 円 

200,000 円 

全学科共通 

 

100,000 円 

 

その他は休学時の学籍管理料 

電気電子

情報工学

科 

200,000 円 その他は休学時の学籍管理料 

応用化学

科 
- 

2024 年度より学生募集停止 

その他は休学時の学籍管理料 

応用化学

生物学科 
200,000 円 その他は休学時の学籍管理料 

情報学部 

情報工学

科 
200,000 円 その他は休学時の学籍管理料 

情報ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ・ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ学科 

200,000 円 その他は休学時の学籍管理料 

情報ﾒﾃﾞｨｱ

学科 
200,000 円 その他は休学時の学籍管理料 

情報ｼｽﾃﾑ

学科 
200,000 円 その他は休学時の学籍管理料 

創造工学

部 

自動車ｼｽﾃ

ﾑ開発工学

科 

創造工学部 

応用ﾊﾞｲｵ科学部 

各学科共通 

2 年次 

1,390,000 円 

3 年次 

1,410,000 円 

4 年次 

1,430,000 円 

- 

2024 年度より学生募集停止 

その他は休学時の学籍管理料 

 

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶ

ﾄﾛﾆｸｽ学科 
- 

2024 年度より学生募集停止 

その他は休学時の学籍管理料 

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆ

ｸｽ開発学

科 

 

- 

 

2024 年度より学生募集停止 

その他は休学時の学籍管理料 

 

応用ﾊﾞｲｵ

科学部 

応用ﾊﾞｲｵ

科学科 
- 

2024 年度より学生募集停止 

その他は休学時の学籍管理料 

健康医療

科学部 

看護学科 

1 年次 

1,660,000 円 

2 年次 

1,680,000 円 

 3 年次 

  1,700,000 円 

 4 年次 

  1,720,000 円 

200,000 円 
その他は休学時の学籍管理料 

 

 

 

 

管理栄養

学科 

1 年次 

1,470,000 円 

2 年次 

1,490,000 円 

3 年次 

1,510,000 円 

4 年次 

1,530,000 円 

200,000 円 
その他は休学時の学籍管理料 

 

 

 

臨床工学

科 

1 年次 

1,460,000 円 

2 年次 

1,480,000 円 

3 年次 

1,500,000 円 

4 年次 

1,520,000 円 

200,000 円 

 

 

 

 

その他は休学時の学籍管理料 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

クラス担任制を採り、クラス担任は欠席の多い学生の状況把握を行い、早期に問題解消

に向けた助言を行っている。「IR・企画推進室」において学生に関わる全ての情報を集

約・分析をおこない、その結果をクラス担任や関係部署へ情報提供し修学支援に活用し

ている。また、多様な学習履歴を持つ学生の学習支援を行うため、基礎教育支援センタ

ーを開設し補完教育も行っている。加えて、学生によるピアサポート組織「KAITpia」

（カイトピア）を設置し、授業のサポート、自主講座などを学生が主体となって活動し

学び合いによる支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア就職課において就活全般に関するセミナー開講、業界職種研究会実施、国家資

格キャリアコンサルタント有資格者(7名)によるキャリアカウンセリング、専任職員に

よる企業情報提供、インターンシップ推進室による学生-企業間のコーディネート、公務

員対策室による選考試験対策講座、過去問解説提供、全ての学科に学科就職事務室を設

置し、求人等の情報提供、地元ハローワークとの就職協定締結による学内相談会(毎月 2

回)実施等。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康支援は、学生が相談しやすいように学生用相談窓口は複数設け、学生

相談室、健康管理室、学生サポート室、クラス担任および学生課が窓口となり、学生相

談の対応を行っている。また、健康診断時に心の変調を早期に把握するためのチェック

テストを実施し、リスクの高い学生には学生相談室来室を勧奨している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページ（情報公表） 

https://www.kait.jp/about/joho/ 

  
 

 




